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序

　美作国は和銅六（７１３）年に備前国から分国されました。国の役所である国府は市内

総社地区に置かれた事がわかっております。その後も、鎌倉時代になると院庄地区に置か

れ、江戸時代には津山城が築かれ城下町が整備されていきます。このように本市が古代よ

り重要な地域であったことが伺えます。

　さて、今回調査した宮部地域は、古代で言えば久米郡大井郷に位置しております。本地

域において今まで本格的な発掘調査がおこなわれていないため、地域の歴史についてはよ

くわかっておりませんでした。今回、経営体育成基盤整備事業を実施するにあたり、事前

におこなった確認調査で新たに３遺跡が発見され、今回の発掘調査の運びとなりました。

　山根地Ａ・下石屋の両遺跡は、弥生時代から近世に至る遺構や遺物が出土しております。

中でも古墳時代の住居跡が両遺跡で発見された事により、本地域に古来より人々が定住し

ていた事がわかってまいりました。また古代、中世と人々の生活していた痕跡も発見され

ております。これら調査成果により、宮部地域に新たな歴史の１ページが刻まれたことに

なります。

　本書はこれら調査成果をまとめたものであります。小冊子ではありますが、今回の調査

成果が今後の美作地域における調査・研究の一助になれば幸いであります。

　なお、最後になりましたが、発掘調査から報告書作成にいたるまで、お世話になりまし

た美作県民局ならびに関係各位に対し、厚く御礼申し上げます。

平成 22 年３月25日

	 津山市教育委員会

	 	 教育長　藤 田 長 久





例 言

１　本書は、岡山県美作県民局が実施した経営体育成基盤整備事業宮部地区造成工事に伴う山根地 A

遺跡、下石屋遺跡の発掘調査報告書である。

１　発掘調査及び整理作業にかかる経費はすべて原因者である美作県民局の負担である。

１　発掘調査は山根地 A 遺跡を平成 19 年 10 月９日～ 11 月 21 日まで、下石屋遺跡を平成 20 年７月１

日～９月４日まで津山市教育委員会文化財課小郷利幸がおこなった。その後、平成 22 年 3 月25日

まで整理作業をおこない、本報告書を作成した。

１　本書の執筆は小郷がおこなった。

１　本書では遺構に略称を使用している。

　　ＳＨ…住居跡、ＳＢ…建物跡、ＳＡ…柱穴列、ＳＫ…土壙、ＳＧ…土壙墓、ＳＸ…炉跡、Ｐ…柱穴

１　調査に使用した座標は第Ⅴ直角平面座標系で、Ｘ・Ｙ座標数値はいずれも－で、単位はｍである。

方位は座標北を示し、高さは海抜高である。

１　第Ⅳ章の自然科学的分析の鉄滓等の分析については、（株）九州テクノリサーチ大澤正己氏、土器

の胎土分析については、岡山理科大学自然科学研究所白石　純氏にお世話になり玉稿をいただきま

した。記して厚く御礼申し上げます。

１　出土遺物及び図面等は津山市教育委員会文化財課津山弥生の里文化財センターで保管している。

１　本書は将来的にはオンラインでの公開も視野に入れ、本書の総てのデータをＰＤＦフオーマット及

び Adobe  Indesing CS4 形式で保管している。
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Ⅰ．遺跡の位置と調査に至る経過

１．遺跡の立地

　津山市は岡山県の北部に位置し（第１図）、東

は勝田郡勝央町・奈義町、西は苫田郡鏡野町、真

庭市、南は久米郡美咲町、北は鳥取県鳥取市、八

頭郡智頭町と接し、市役所のある所で北緯 35 度

3 分 58 秒、東経 134 度 0 分 25 秒、標高は海抜 99

ｍである。面積は 506.36 ㎡で、その内田畑や宅

地は 19％で残りは山林・原野などが占めている。

人口約 11 万人、市内の最高峰は鏡野町境の天狗

岩（1,196.6 ｍ）、奈義町境の滝山（1196.5 ｍ）で、

一級河川の吉井川が加茂川、広戸川、久米川など

の支流を従え、流路を瀬戸内海にとっている。市

内の交通網は市内南部を中国自動車道が通り、東

西 2箇所にインターチェンジ（津山・院庄）があ

る。鉄道は津山駅を中心に岡山方面の津山線、鳥 第 1 図　津山市位置図

取方面の因美線、姫路・新見方面の姫新線がある。

　山根地A遺跡・下石屋遺跡の位置する宮部地区は、津山市西部に位置し、久米川の支流宮部川沿い

に広がる河岸段丘の低地部である。宮部川は矢倉山（659.5 ｍ）や高見山（444 ｍ）を源に河川延長 5.6km、

流域面積 15.1 ｋ㎡で、市役所久米支所のあたりで久米川に流れ込み、久米川は吉井川本流に合流する。

宮部川の下流域は宮部下地区、上流域は同上地区と呼ばれ、下石屋遺跡の所がちょうど大字境である。

山
やま

根
ね

地
じ

A遺
い

跡
せき

は、津山市宮部下 1,851 番地に所在する。下
しも

石
いし

屋
や

遺
い

跡
せき

は、津山市宮部上 32 番地に所在し、

山根地Ａ遺跡の北西 0.8kmに位置する。

２　調査に至る経過

　津山市宮部地区の経営体育成基盤整備事業について、岡山県美作県民局農地整備課から遺跡の有無に

ついての照会があった。当該予定地で周知の遺跡は、丘陵部に数遺跡あったものの、大多数を占める段

丘低地部については、遺跡の存在は知られていなかった。そのため津山市教育委員会では平成 17 年に

分布調査をおこない、その結果周知の遺跡以外に広範囲において土器の散布がみられ、確認調査による

詳細な調査の必要がでてきた。このため、平成 18・19 年度に国庫補助事業（市内遺発掘調査等）で試

掘確認調査を実施し（第 2図）、平成 18 年度に山根地A遺跡（第３図）、平成 19 年度に山根地 B遺跡

（第４図）、下石屋遺跡（第５図）が新規に発見された。確認調査の詳細は報告書を参照していただきた
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第 2 図　宮部地域トレンチ配置図及び遺跡位置図（Ｓ＝１：5,000）
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第３図　山根地Ａ遺跡位置図

下石屋遺跡詳細図　S=
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第５図　下石屋遺跡位置図

第４図　山根地Ｂ遺跡位置図
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い註１。

　山根地A遺跡については、平成 19 年２月 13 日付けで、遺跡発見の通知を岡山県教育委員会に提出し、

山根地 B遺跡、下石屋遺跡については、平成 20 年２月 12 日付けで、遺跡発見の通知を県教育委員会

に提出した。

（山根地A・B遺跡）

　平成 19 年５月 11 日、山根地A遺跡の取扱いについて、美作県民局、市農村整備課、市久米支所産

業課と協議をおこなった。遺跡推定部分が開発計画では、現基盤を削平する部分で、遺構面より下に削

平部分が達することが判明し設計変更もできないため、遺跡の保存が無理と判断された。このため削平

部分については、事前に全面調査を実施し記録保存をおこなう事で美作県民局側と合意した。

　平成 19 年８月 20 日付けで、美作県民局長杉山誠一より本計画に伴う埋蔵文化財発掘の通知が県教育

委員会教育長宛に提出された。県教育委員会からは平成 19 年 9 月 6 日付けで工事着手前に発掘調査を

おこなう旨の通知文書が美作県民局側に伝達された。

　これを受け平成 19 年９月 25 日付けで、美作県民局長杉山誠一から遺跡の発掘調査の依頼書が市教育

委員会に提出され、9月 26 日付けで発掘調査事業計画書及び発掘調査費用見積書を提出した。さらに

平成 19 年 10 月１日付けで、美作県民局長と津山市長名で委託契約書（経営体育成基盤整備事業宮部地

区埋蔵文化財発掘調査業務）を締結し、調査に入ることとなった。

　10 月 9 日より発掘調査に着手したので 10 月 11 日付けで、市教育委員会教育長名で埋蔵文化財発掘

調査の報告を県教育委員会教育長宛に提出した。調査面積は約 680 ㎡である。

　尚、Ａ遺跡の北西 130 ｍにある B遺跡については、造成計画では工事の掘削が遺構面まで達しない

事が判明したため、遺跡は現状で保存されることとなり発掘調査はおこなっていない。

（下石屋遺跡）

　平成 20 年４月 22 日、下石屋遺跡の取扱いについて、美作県民局、市農村整備課、市久米支所産業課

と協議をおこなった。遺跡推定部分が開発計画では、工事計画の掘削レベルと遺構面のレベルがほとん

ど同一であるものの、この部分に暗渠等入れる計画であるため、工事の掘削が遺構面まで達するのはほ

ぼ確実となった。設計変更もできず遺跡の保存が無理と判断された。このため事前に全面調査を実施し

記録保存する事で美作県民局側と合意した。

　平成 20 年５月 12 日付けで、美作県民局長吉岡政昭より本計画に伴う埋蔵文化財発掘の通知が県教育

委員会教育長宛に提出された。県教育委員会からは平成 20 年５月 16 日付けで工事着手前に発掘調査を

おこなう旨の通知文書が美作県民局側に伝達された。

　これを受け平成 20 年６月３日付けで、美作県民局長から遺跡の発掘調査の依頼書が提出され、市教

育委員会では６月６日付けで発掘調査事業計画書及び発掘調査費用見積書を提出した。さらに平成 20

年７月１日付けで、美作県民局長と市長名で委託契約書（経営体育成基盤整備事業宮部地区埋蔵文化財

発掘調査業務）を締結し、調査に入ることとなった。

　７月１日より発掘調査に着手したので７月 15 日付けで、市教育委員会教育長名で埋蔵文化財発掘調

註１　仁木康治2008「市内遺跡試掘・確認調査報告(平成18年度)宮部地区試掘確認調査」『年報津山弥生の里第15号』津
山弥生の里文化財センター

	 仁木康治2009「市内遺跡試掘・確認調査報告(平成19年度)宮部地区試掘確認調査」『年報津山弥生の里第16号』津
山弥生の里文化財センター

	 仁木康治2010『県営ほ場整備事業（久米地区）試掘確認調査報告書』（津山市埋蔵文化財発掘調査報告第80集）津
山市教育委員会
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査の報告を県教育委員会教育長宛に提出した。尚、調査面積は 1,160 ㎡である。

３　調査経過

（山根地A遺跡）

平成19年10月９日（火）　調査開始、重機（バックホー）による表土剥ぎ（～10日）

	 10月11日（木）　機材搬入

	 10月12日（金）　人力による調査作業開始、壁面の精査と周囲に側溝を掘る

	 10月18日（木）　測量打合せ、グリッドの杭打ち	

	 10月24日（水）　土層図作成

	 11月５日（月）　住居跡を掘り下げ

	 11月13日（火）　住居跡写真、遺構の平面図

	 11月14日（水）　遺構の平面図

	 11月19日（月）　ラジコンンのヘリコプターによる航空写真撮影、地形測量

	 11月21日（水）　機材の撤収、調査終了

（下石屋遺跡）

平成20年７月１日（火）　調査開始、重機（バックホー）による表土剥ぎ（～3日）　

	 ７月７日（月）　機材搬入、人力による調査作業開始

	 ７月10日（木）　溝2条検出

	 ７月14日（月）　測量打合せ

	 ８月１日（金）　土壙掘り下げ、博物館実習生受入

	 ８月18日（月）　住居跡検出・掘り下げ、県北タウン情報誌「ＪＡＫＥＮ」取材

	 ８月22日（金）　遺構の平面図（～26日）

	 ９月１日（月）　ラジコンンのヘリコプターによる航空写真撮影

	 ９月４日（木）　機材の撤収、調査終了

　その後、両遺跡の遺物整理、図面の整理等をおこない、本報告書を作成した。なお本報告書作成にあ

たり、平成 21 年５月１日付けで美作県民局長と市長名で委託契約書（経営体育成基盤整備事業宮部地

区埋蔵文化財発掘調査報告書作成業務）を締結した。　　　　　　　　　　

４　調査体制

　発掘調査は津山市教育委員会が主体となり実施した。調査体制は以下の通りである。

　津山市教育委員会	 教育長	 	 藤田長久

　	 教育次長	 	 田口順司（平成 19 年度）

　	 	 	 國藤義隆（平成 20 年度）

　	 	 	 大下順正（平成 21 年度）

　	 文化課	 課長	 湊　哲夫（平成 19 年度）

　　　　　　　　　	 文化財課	  〃 	 中山俊紀（平成 20 年度、同年度から文化財課に）

	 	  〃 	 行田裕美（平成 21 年度）　　　　　　　　　
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	 文化財センター	 所長	 中山俊紀（平成 19・20 年度）

	 	  〃	 行田裕美（平成 21 年度）

	 	 次長	 下山純正（平成 19 年度）

	 	  〃	 行田裕美（平成 20 年度）

	 	  〃	 小郷利幸（平成 21 年度、整理担当）

	 	 主査	 小郷利幸（平成 19・20 年度、調査担当）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　整理作業　野上恭子、岩本えり子、田渕千香子

　発掘作業は社団法人津山市シルバー人材センターにお願いした。作業従事者は下記の方々である。

（敬称略）

（山根地Ａ遺跡）石本寛治、稲垣精一、木下益穂、光岡平八郎、宮崎健二、山本　満

（下石屋遺跡）石井　治、井上伸次郎、国米信行、田村光聡、野條　博、村上瑛幸、森藤和三郎、山本

栄造

　尚、発掘調査から報告書作成にあたり、美作県民局、市農村整備課、市久米支所産業課、文化財セン

ター職員の方々及び下記の方々にお世話になりました。記して厚く御礼申し上げます。

　アセス株式会社、兵庫スカイ・フォトサービス、フジテクノ有限会社、上原次男、可児通宏、大澤正

己、白石　純

（地権者）山根地A遺跡：国木　速、下石屋遺跡：井上克彦
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Ⅱ．周辺の遺跡

　両遺跡の位置する宮部地区は、津山市の西部に位置し、宮部川の流域に広がる河岸段丘の低地部に位

置している。周辺の遺跡について時代ごとに簡単にまとめてみたい。

（縄文時代）

宮部地区でははっきりとした遺跡は知られていないが、周辺で土器の出土が知られている。農道建設に

より調査された山根遺跡註１（第６図 20）で、遺構は見られないが晩期の土器片が出土している註２。

（弥生時代）

　宮部地区では、平遺跡（同 35）、王子遺跡（同 38）で土器や石器の散布が知られる程度で、はっきり

した集落遺跡は知られていない。宮部地域からは外れるが、先の山根遺跡（同 20）で、住居跡や土壙

が検出され、中期後半の土器、石器、分銅形土製品が出土している註３。　

（古墳時代）

　宮部地区で知られている古墳は、円墳で葺石が見られる王子古墳（同 39）、円墳 6基の弥勒寺古墳群（同

168 ～ 173）、円墳２基の鼓打古墳群（同 44・45）、円墳 3基の伏尾古墳群（同 48 ～ 50）、円墳５基の足

田口古墳群（同 53 ～ 57）、円・方墳 13 基からなる農試古墳群（同 60 ～ 72）などがあるが、鼓打 1号

墳で陶棺片が採集され、横穴式石室墳と推測され、足田口 5号墳の埋葬施設が箱式石棺２基である註４

以外は、詳細は不明である。

　周辺では、全長 57 ｍの前方後円墳である岡 5号墳註５（岡の大塚、市指定史跡）が、宮部川右岸にあり、

後円部は大きく破壊を受けているが墳丘形態から前期古墳の可能性がある。

　中期古墳では、左岸に全長 35 ｍの前方後方墳である三成 4号墳（三成古墳、国指定史跡）があり、

発掘調査で箱式石棺が埋葬施設で、鏡や勾玉、鉄剣などが出土していて、現在は整備されている註６。こ

の他、時期は明瞭でないが一辺 21 ｍの円ないしは方墳である長田古墳などがある。

　後期古墳では、左岸に全長 35 ｍの前方後円墳である鴻の池 2号墳註７があり、横穴式石室と思われる

奥壁の石が現存し陶棺片が採集されている。おそらく美作地方最後の前方後円墳である。山根遺跡でも

方形住居跡などが検出され、須恵器などが出土する註８。

（古代）

　宮部地区では須恵器などの出土例が、金屋遺跡（同 42）、曽根遺跡（同 43）、陽遺跡（同 47）などが

知られているが詳細は不明である。山根遺跡では須恵器・土師器が出土した土器溜りがあり、ミニチュ

ア土器が見られることから祭祀遺跡の可能性が示唆されている註９。

註１　遺跡の番号は岡山県遺跡地図による。
	 古代吉備文化財センター2003『改訂岡山県遺跡地図第7分冊津山地区』岡山県教育委員会
註２　岡田博・下澤公明1979『山根遺跡発掘調査報告』岡山県久米町教育委員会
註３　註２
註４　久米町史編纂委員会1984『久米町史上巻』久米町教育委員会
註５　註４ 
	 小郷利幸1991「岡５号墳」『前方後円墳集成中国四国編』山川出版社
	 くらしき作陽大学の澤田秀実さんが、平成21年測量調査を実施。
註６　柳瀬昭彦ほか1979『久米三成4号墳』（岡山県埋蔵文化財発掘調査報告30）岡山県教育委員会
註７　村上幸雄1980『糘山遺跡群Ⅱ』（久米開発事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告（2））久米開発事業に伴う文化財

調査委員会
	 くらしき作陽大学の澤田秀実さんが、平成21年測量調査を実施。
註８　註２
註９　註２
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第６図　周辺遺跡分布図　（Ｓ＝ 1：20,000）
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（中世）

　宮部地区の谷の突き当たりには城山城跡（同２）があり、標高 273 ｍの頂上には平坦部（30×20 ｍ）

があり、それを囲むように 1段低い平坦部もある註１０。日吉神社の裏山に宮ノ上城跡（同 36）がる。頂

部の平坦部（18 × 23 ｍ）に長さ６ｍ程の土塁があり、南側にも 1段低い平坦部がある註１１（註 11）。本

地区の西側には、嘉吉元（1441）年に山名教清が築城したと伝えられる岩屋城跡註１２（県指定史跡）が

あり、本丸、二の丸、三の丸があり、その周囲にも出城と見られる砦が見られる。このことから、宮部

地区の城跡も岩屋城跡との関連が指摘されている。

（近世）

　本地域では宮部焼が焼かれている。文政 2（1819）年頃に中尾直七郎が備前の伊部から陶工を招き築

窯したのが始まりで、昭和 20 年前半には廃絶している。釉薬を使用し日常雑器や瓦を焼いており、窯

跡は市指定の史跡である註１３。

 

註１０　註４、註４では「仲仙道城山」と呼称する。
註１１　註４、註４では「日吉神社裏山」と呼称する。
註１２　註４
註１３　久米町史編纂委員会1984『久米町史下巻』久米町教育委員会
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Ⅲ．調査の記録

１　山根地A遺跡

（１）層序（第８図）

　遺跡推定地で工事により削平を受ける水田部分を調査した。調査地は北から南に向かって傾斜してい

るため、東西土層はほぼ水平でほとんど変化は無いが、南北土層には整地土などが見られる。第８図が

土層図である。ａ－ｂが東西、ｃ－ｄが南北土層である。東西土層はほぼ水平に堆積しているもので、

第７図　山根地Ａ遺跡平面図（Ｓ＝１：200）
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第８図　土層図（Ｓ＝１：80）
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１層が耕作土、２層が茶褐色土の床土である。西側で見られる大形の落込み（５層）は、出土遺物は無

いが、埋土の状況から新しい時期のものと判断される。南北土層は北側に向かって低く傾斜しているこ

とから、２層の下に３・４層があり、３層によりほぼ水平に整地されている。この整地された部分に溝

（ＳＤ１～ＳＤ 11）があり、その下層に主要な遺構が見られる。このことから、前者を上層遺構、後者

を下層遺構とすると、３層によるこの整地の時期は明瞭ではないが、上層遺構は現水田面のため比較的

新しい時期のものと判断される。なお６層が黄褐色土の層で地山である。

（２）遺構及び出土遺物（第９～ 12 図）

　検出された主な遺構は、住居跡は 1軒（ＳＨ１）、建物跡 1棟（ＳＢ１）、土壙４基（ＳＫ１～４）、

土壙墓 1基（ＳＧ１）、段状遺構 1基（ＳＴ１）、炉跡 1基（ＳＸ１）で、これ以外に建物などにならな

い柱穴などが多数ある。溝（ＳＤ１～ＳＤ 11）や南西部分に見られる土壙は、新しい時期のものである。

ａ住居跡

ＳＨ１（第９図）

　調査区北側で検出した方形の住居跡である。一辺 4.3×4.2 ｍ、深さ 33 ㎝を測る。焼失住居で床面に

は放射状に炭化した木材や焼土面が見られる。壁の周囲には幅 30 ㎝、深さ 10 ㎝程の壁溝がめぐる。主

柱は 4本で、いずれも内部に柱痕跡がある。柱穴の直径は 30 ～ 40 ㎝、深さ 42 ～ 50 ㎝、柱痕の直径

は 13 ～ 20 ㎝程である。中央穴は直径 35 ～ 40 ㎝程、深さ８cm程の楕円形で、埋土はすべて炭である。

住居跡の埋土はほぼ 1層で、床面付近で炭などを含む層に分かれる箇所もある。中央付近の上層には炉

跡（ＳＸ１）、西端には柱穴１（Ｐ１）が切り合っている。また、住居跡の床面や壁面には柱穴が複数

切り合っていて、これらのほとんどは時期の異なるものである。

　遺物としては床面の南東柱穴付近に砥石と思われる長さ20㎝、幅16㎝、厚さ８㎝程の平らな石が1点、

埋土から須恵器・土師器片などが出土している。これら出土遺物の内３点を図示している。いずれも須

恵器で１は杯蓋、２は杯身である。３は甕の破片で外面に平行タタキ、内面に同心円文が見られる。時

期は出土遺物から、古墳時代で６世紀初頭頃である。

ｂ建物跡

ＳＢ１（第 10 図）

　ＳＨ１と一部重なる形で検出された梁間２間、桁行３間の建物である。柱穴は直径 38 ～ 57 ㎝、深さ

20 ～ 55 ㎝で、P １・３・４では柱痕跡が見られる。柱痕は直径 15 ～ 22 ㎝を測る。柱間は梁間方向が

1.8 ～ 1.9 ｍ、桁行方向が 1.6 ～ 2.1 ｍを測る。P１～４以外はやや小ぶりの柱穴で、さらに P１～６以

外は主軸がややずれていて、浅いものが見られる。このため、建物跡にするには少し無理があるかもし

れない。建物跡と言うよりは、P１～ P６による柱穴列で柵のようなものになる可能性もある。主軸は

東西方向に近く、床面積は約 22 ㎡である。出土遺物は、P１から須恵器杯身（第 10 図２）、甕片（同５）、

P２から杯蓋（同１）、P３から土器片、P４から須恵器片、P５から須恵器壷（同３）、P６から須恵

器壷（同４）などが出土している。図示した３・４の壷は色調から同一個体ではない。５の甕片は外面

が平行タタキ、内面はナデである。時期はこれら須恵器の特徴から古代後半頃である。

ｃ土壙

ＳＫ１（第 11 図）

　ＳＨ１の東側にある土壙である。五角形に近い形状で、長辺 1.25 ｍ、短辺 1.1 ｍ、深さ 10 ㎝を測る
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第 10 図　建物跡１平・断面図（Ｓ＝１：60）・出土遺物（Ｓ＝ 1：4）
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第 11 図　土壙・土壙墓・段状遺構・炉跡平・断面図（Ｓ＝１：40）
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浅い土壙である。内部からは石が６点出土し、須恵器片などが出土する。出土遺物は図示できるものは

無いが、時期は古墳時代後期と思われる。

ＳＫ２（第 11・12 図）

　ＳＫ１の東側にある土壙である。三角形に近い形状で、長辺 1.97 ｍ、短辺 1.2 ｍ、深さ５cmと浅い

土壙である。出土遺物は須恵器片があり、第 12 図１がそれで杯身の底部片である。時期は古墳時代後

期と思われる。

ＳＫ３（第 11 図）

　ＳＫ２の北東にある土壙である。楕円形の形状で長径 1.15 ｍ、短径 0.8 ｍ、深さ６㎝と浅い土壙であ

る。出土遺物は須恵器片、陶器片があるが、図示できるものは無く、時期は明瞭でない。

ＳＫ４（第 11 図）

　ＳＤ５の北にある土壙である。楕円形の形状で長径1.13ｍ、短径0.54ｍ、深さ11㎝と浅い土壙である。

確認調査のトレンチで一部を検出していた。内部から石が９点程出土する以外に出土遺物は無い。この

ため時期は不明である。

ｄ土壙墓

ＳＧ１（第 11・12 図）

　調査区北側で一部のみを検出した。現状で短辺 33 ㎝、長辺 1.2 ｍ、深さ 22 ㎝を測り方形ないしは長

方形の土壙と思われる。土層１が暗茶灰色土、２が淡灰白色粘土で１の西側床面付近から土師器皿が 1

点（第 12 図 12）、釘が５点（同 13 ～ 17）出土する。この事から本土壙は木棺墓と推測され、土層１が

木棺部分、２がそれの裏込め土である。出土遺物は土師器皿と鉄釘があり、12 の外面口縁部から内面

にかけて煤が付着している。この事から灯明皿である。13 ～ 17 は鉄釘で 13 以外は破片となっている。

木棺材を留める際に使用されたものと推測される。時期はこれら出土遺物から近世である。

e段状遺構

ＳＴ１（第 11 図）

　調査区の東側で一部分のみを検出した。現状で長さ 1.9 ｍ、幅 1.3 ｍ、深さ 23 ㎝を測る、段状の落込

みで、壁に沿った溝は無い。西側でＰ２と切り合う。埋土はほぼ 1層で、土器片が出土する。出土遺物

は、図示できるものは無い。このため時期は明瞭でないが、弥生時代の可能性がある。

f その他

ＳＸ１（第 11 図）

　ＳＨ１が埋まった後に造られているもので、長径 1.15 ｍ、短径 85 ㎝の楕円形状に周囲のみが硬く焼

けている。周囲は赤色に変色硬化し、その外側はやややわらかく紫色に硬化している。土層断面による

と、赤色に変色した部分が、東西方向は袋状を呈していて部分もあるが、南北方向では見られない。埋

土はほぼ 1層で炭を少量含む。おそらく炉の下部構造と思われる。内部からの出土遺物は土器片が 1点

あるが、図示できず時期も明確でない。また炉壁を持ち帰り洗浄して磁着物を採取し、分析に出してい

る。磁鉄鉱などが検出されている。詳細は第Ⅳ章１を参照の事。

P１（第９・12 図）

　ＳＨ１の西壁中央に切り合う柱穴で、第 9図に土層図がある。長径 90 ㎝、短径 60 ㎝、深さ 53 ㎝、

埋土はほぼ 1層で、炭を含むが柱痕らしきものは見られない。内部から須恵器片などが出土する。かな

り大きな柱穴であるが、これと対になるものは現状では見られない。出土遺物の内 1点を図示している。
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第 12 図　出土遺物（Ｓ＝ 1：4）
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第 12 図９がそれで高台付き壷の底部である。これ以外に勝間田焼片なども見られる。

　時期はこれら出土遺物から、古代後半頃と思われる。

P２（第 11 図）

　ＳＴ１と切り合う柱穴である。直径 50 ㎝、深さ 28 ㎝、埋土は 1層で柱痕跡は明瞭でない。内部か

ら土器片と炉壁片 1点（第 12 図 18）、石が出土する。これと対になる柱穴は現状では見られないので、

建物等になるかは不明である。出土遺物の内 18 の炉壁片は分析に出しており、鉱石系製鉄炉の炉壁片

である。石は 10 ㎝四方、断面が台形で両端が欠損する花崗岩である。作業台に使用されたものであろ

うか。時期は土器片が細片のため明瞭でない。

P３（第７・12 図）

　平・断面図は掲載していないが、ＳＢ１の西側にある柱穴である。楕円形の形状で、２段掘りであ

る。長径 85 ㎝、短径 45 ㎝、深さ 34 ㎝、埋土は 1層である。出土遺物は須恵器片（第 12 図 10）がある。

10 は甕で外面が平行タタキ、内面に同心円文が見られる。時期は古墳時代後期である。

ＳＤ１～ＳＤ 11（第７図）

　幅 40 ～ 50 ㎝、長さ 7.5 ～ 10.5 ｍ、深さ 20 ㎝程の溝で、ほぼ１ｍ間隔で水平に、調査区の南東側の

みに存在する。出土遺物は、陶磁器、土師器、釘、炭片などである。土層の所でも述べたが、これら溝

は、整地された面（上層遺構）にある事から、時期は近・現代のもので畑に伴う溝であろう。

　その他遺構に伴わない遺物を図示している。第 12 図２～７は須恵器杯身、８は壷の口縁部である。

11 は土師器甕の口縁部片、19 は製鉄炉の側面に設けられた廃滓孔に溜まった流出孔滓（製錬滓）、20・

21 は炉壁片、22 は鉄塊系遺物である。18 ～ 22 は分析に出しているので、詳細は第Ⅳ章１を参照の事。
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（３）小結

　山根地Ａ遺跡では、出土遺物は弥生時代から近・現代のものが見られる。弥生時代については明瞭な

遺構が見られないが、可能性として段状遺構１（ＳＴ１）が考えられる。

　古墳時代の遺構は住居跡が 1基（ＳＨ１）、土壙１・２（ＳＫ１・２）と建物等にならない柱穴である。

このため集落構成は不明だが、調査区の北側に遺構が集中することから、北側を中心に集落は広がって

いるものと推測される。住居跡１（ＳＨ１）から出土した須恵器の特徴は、陶邑編年註１のＴＫ 47 型式

併行と思われ、おおよそ 6世紀初頭頃である。土壙２（ＳＫ２）の須恵器は、やや時期は新しく 6世紀

後半頃となる。

　建物跡１（ＳＢ１）、柱穴１（Ｐ１）は、第 10 図４の特徴やＰ１には勝間田焼が伴う事から、これら

遺構は古代後半頃のものである。

　土壙墓１（ＳＧ１）は、出土遺物から近世のものである。

　炉跡１（ＳＸ１）は古墳時代の住居跡１を切って造られている。時期のわかる出土遺物が無いため時

期は不明だが、住居跡 1を切っている事から、この時期以降のもので、周辺の建物跡１とは切り合い関

係が見られない。建物跡１より新しい時期のものは土壙墓１（近世）しかないので、この建物跡１の時

期（古代後半）を上限と考える。周辺の遺構と同時期と考えると、住居跡１の時期（6世紀初頭）、土

壙１の時期（6世紀後半頃）、建物跡１の時期（古代後半）の 3パターンが候補となる。この中で、周

辺の出土遺物に古代のものが比較的多く見られる事、土壙１以外に明瞭な遺構が見られない事、建物跡

１とは近接しているため同時併存はありえないが、この建物を柵のようなものとして分けて捉えると、

残りの柱穴や周辺の柱穴で上屋構造を復元する事もできなくはない。以上をふまえ断言はできなないが、

ここでは古代の可能性を考えておきたい。

註１　田辺昭三1981『須恵器大成』角川書店
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第 13 図　下石屋遺跡平面図（Ｓ＝１：200）
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２　下石屋遺跡

（１）	 層序（第 14 図）

　基本的に 1枚の田んぼを調査したため土

層はほとんど水平堆積でかわらないが、南

側が三角形状に元々一段低い田になってい

た事が調査の段階で判明した。この田を埋

めて現在の田になっている。このため調査

区南側壁の東西 2 箇所の基本層序を第 14

図に載せている。東側（ａ－ｂ）では、1

層の耕作土の下が 4層で暗黄灰色土の遺物

包含層、その下の 5層は暗灰褐色土の地山

0 1m

1

1

2

１　耕作土
２　暗灰褐色土（造成土）
３　灰色土（旧耕作土）
４　暗黄灰色土
５　暗灰褐色土（地山）　
　

5
4

5

43

a b

c

d

第 14 図　土層図（Ｓ＝１：60）

である。西側（ｃ－ｄ）では、1層の耕作土の下に 2層の造成土、３層は旧耕作土である。4層以下は

東側と同様である。

（２）遺構及び出土遺物（第 15 ～ 23 図）

　検出された遺構は、住居跡は 1軒（ＳＨ１）、建物跡３棟（ＳＢ１～３）、柱穴列５基（ＳＡ１～５）、

土壙２基（ＳＫ１～２）、溝（ＳＤ１～２）２条、その他建物などにならない柱穴などが多数ある。

ａ住居跡

ＳＨ１（第 15・16 図）

　調査区のほぼ中央で検出された、方形住居跡で一辺 5.05×5.3 ｍ、深さ 22 ㎝を測る。周囲に壁溝は見

られない。主柱は 4本で、直径 40 ～ 45 ㎝、深さ 22 ㎝を測る。柱痕跡は見られず、南端の柱穴から須

恵器片（第 16 図８）が出土した。中央にも長径 55 ㎝、短径 46 ㎝、深さ 20 ㎝程の楕円形の穴があり、

表面はよく焼けて赤色硬化している。土層は 2層で上層（３層）が良く焼けた焼土層、下層（４層）は

暗灰色土層である。

　住居跡の土層はほぼ 1層で、北西壁寄りにはかまどが造られていて、この部分はよく焼けている。こ

のかまどの上部には長さ 40 ㎝、幅 15 ㎝、厚さ 10 ㎝程の横長の石が 1点置かれていて、その周辺から

土師器甕片が出土しているが、細片となっているもので図示はできない。また、北側コーナー付近の床

面から土師器甕（第 16 図 10）が 1点横転した形で出土した。この甕はほぼ完形に復元できる。その他、

中央穴や西側柱穴付近などに大きな石が集中して見られる。ほとんどの石が床面よりは浮いており規則

性が無いため、住居廃棄時に投げ込まれるなど動いている可能性が大きい。石の中には表面が平らなも

のがあり、作業台などに使用されたと思われるものもある。

　出土遺物は、床面検出の土師器甕以外に、埋土から須恵器や土師器、鉄滓が出土している。この内

19 点を図示している。１～９は須恵器で、１～３は杯蓋、４は杯身で口縁の立ち上がりが短い形体で

ある。５はハソウの頸部、６・７は高杯である。８・９は甕である。10 ～ 17 は土師器である。10 は口

縁部が垂直に立ち上がる形体のもので、外面上部に沈線がめぐる。しもぶくれ状の胴部で底部は欠損す

る。胴部外面にはタテハケ、口縁部内面にはヨコハケ、胴部内面はヘラケズリを施す。11 ～ 16 は口縁
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第 15 図　住居跡 1 平・断面図（Ｓ＝１：60・Ｓ＝ 1：30）
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第 16 図　住居跡 1 出土遺物（Ｓ＝ 1：4）
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がくの字に外反するもので、小形のもの（11 ～ 13）、大形のもの（16）があり、胴部外面にはタテハケ、

内面にはヘラケズリを施す。18 は椀形鍛冶滓、19 は分析に出していないが、流出孔滓と思われる。また、

中央穴の焼土も持ち帰り洗浄し残物を分析に出している。時期はこれら出土遺物から、7世紀前半頃で

ある。

ｂ建物跡

ＳＢ１（第 17・23 図）

　調査区中央付近にある梁間２間、桁行３間の建物である。柱穴は直径 25 ～ 35 ㎝で、深さは 19 ～ 65

㎝である。南側桁行の柱穴 1基は土壙２によって破壊されているものと推測される。梁間の柱間は 1.95

P1

P2

P3

SK2

P4
P5

P6

P7

167m

0 1m

第 17 図　建物跡 1 平・断面図（Ｓ＝ 1：60）
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第 18 図　建物跡 2・3 平・断面図（Ｓ＝ 1：60）
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～ 2.1 ｍ、桁行の柱間は 2.15 ～３ｍを測る。柱痕跡は見られないが、Ｐ１・４から石、Ｐ２から焼土、炭、

土器片、Ｐ３から土師器や瓦質土器（第 23 図 55・73）、焼土、Ｐ５から土器片、Ｐ６から須恵器片、焼土、炭、

Ｐ７から瓦質土器片が出土した。埋土に焼土や炭が見られる事から、この建物は火災にあったものと

推測される。主軸方向は北西―南東方向で、床面積は約 29 ㎡である。出土遺物の内 2点を図示してい
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る。55 は土師器鍋の口縁部、73 は瓦質土器鍋である。時期はこれら遺物から中世である。

ＳＢ２（第 18 図）

　調査区南端にある梁間１間、桁行１間の建物である。柱穴は直径 23 ～ 35 ㎝、深さ 14 ～ 26 ㎝を測り、

柱間は梁間の柱間は2.0～ 2.1ｍ、桁行の柱間は3.25～ 3.3ｍである。主軸方向は南北方向で、床面積は6.9

㎡である。Ｐ１・２からは石と土器片、Ｐ３からは石が 2点出土した。出土遺物で、図示できるものは

無いが、胎土から弥生時代の可能性がある。

ＳＢ３（第 18 図）

　住居跡１の南西にある梁間１間、桁行２間の建物である。柱穴は直径22～42㎝、深さ17～24㎝を測り、

梁間の柱間は 1.45 ～ 1.5 ｍ、桁行の柱間は 2.2 ～ 2.5 ｍを測る。主軸方向は北西―南東方向で、床面積

は７㎡である。Ｐ１～４からは土器片が点出土した。出土遺物は細片のため時期は不明だが、建物１と

主軸方向が似ているため、同時期の可能性が大きい。

ｃ柱穴列

ＳＡ１（第 19 図）

　確認調査時に 1列に並ぶ柱穴 2基と大きな土壙を検出していた。本調査ではこれに続く柱穴は見られ

なかった。Ｐ１は長径 1.25 ｍ、短径１ｍ、深さ 39 ㎝を測り、二つの土壙が重なっているようでもある

が明瞭な切りあい関係は見られない。Ｐ２・３は直径 30 ～ 37 ㎝、深さ 35 ～ 43 ㎝を測り、Ｐ２には柱

痕跡がある。Ｐ２から3の柱間は2.75ｍを測る。主軸方向は北西―南東方向である。Ｐ１から須恵器片、

２・３から土器片が出土した。これら出土遺物から時期は明瞭でないが、主軸方向が建物跡１・３など

と似ている事から、同時期の可能性が大きい。

ＳＡ２（第 19 図）

　建物跡３の南に1列に並ぶ５基の柱穴を検出した。柱穴は直径20～23㎝、深さ９～15㎝、柱間は　2.1

～３ｍを測り、主軸方向は北西―南東方向である。Ｐ１から石と瓦質土器、２から須恵器などが出土し

た。これら出土遺物から時期は中世である。

ＳＡ３（第 19・22・23 図）

　建物跡１と重なる形で、1列に並ぶ６基の柱穴を検出した。柱穴は直径 21 ～ 31 ㎝、深さ 10 ～ 23 ㎝、

柱間は 2.45 ～ 3.25 ｍを測り、主軸方向は北西―南東方向である。Ｐ１から勝間田焼片（第 22 図 43）、

土師器（第 23 図 57）、２から勝間田焼片、３から土器片が出土した。43 は勝間田焼甕片で外面に格子

目のタタキ、内面はナデである。57 は土師器鍋の把手部分である。これら出土遺物から時期は中世で

ある。

ＳＡ４（第 19 図）

　柵３の南、建物跡１の南桁行と接続するかのように 1列に並ぶ 6基の柱穴を検出した。柱穴は直径

10 ～ 30 ㎝、深さ 10 ～ 22 ㎝、柱間は 2.15 ～３ｍを測り、主軸方向は北西―南東方向である。Ｐ１から

は石、2・3からは土器片、４からは土器片と炭が出土した。これら出土遺物から時期は明瞭でないが、

主軸方向が建物跡１・３などと似ている事から、同時期の可能性が大きい。

ＳＡ５（第 19 図）

　建物跡２の南で、1列に並ぶ 6基の柱穴を検出した。柱穴は直径 23 ～ 42 ㎝、深さ 10 ～ 17 ㎝、柱間

は 1.05 ～ 1.85 ｍを測り、主軸方向は東西方向である。Ｐ１～３から土器片が出土した。これら出土遺

物から時期は明瞭でないが、主軸方向が建物跡１・３などとは似ておらず、どちらかと言うと建物２に
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第 20 図　土壙 1・2 平・断面図（Ｓ＝ 1：60）・出土遺物（Ｓ＝ 1：4）
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近く同時期の可能性が大きい。

ｄ土壙

ＳＫ１（第 20 図）

　ＳＨ１の東にある、長径 2.6 ｍ、短径 1.6 ｍ、深さ 21 ㎝の楕円形の土壙である。埋土はほぼ 1層で乳

灰色の粘土質である。内部には石が７点程見られ、須恵器と瓦質土器などが出土している。出土遺物の

SD2

167ｍ

1

SD1

0 2m

1 2 3

10cm0

4

第 21 図　溝 1・2 平・断面図（Ｓ＝ 1：80）・出土遺物（Ｓ＝ 1：4）
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内３点を図示している。１は須恵器杯身、２は勝間田焼小皿、３は瓦質鍋の受け口の口縁部である。時

期はこれら出土遺物から中世である。

ＳＫ２（第 20 図）

　ＳＫ１の南東にある、長径 3.1 ｍ、短径 2.05 ｍ、深さ 33 ㎝の楕円形の土壙である。ＳＢ１の柱穴と

は切り合っており、ＳＫ２の方が新しいようである。内部からは多数の石が出土している。第 20 図の

上が検出時の平面図である。これら石には規則性は見られず、上層付近に比較的多い。埋土もほぼ 1層

である。内部から須恵器、土師器、瓦質土器、炭などが出土している。出土遺物の内 17 点を図示して

いる。４～６は須恵器で、４は杯蓋、５は杯身、６は甕片で６の外面には平行タタキ、内面には同心円

の当て具痕が見られ、７は備前焼の甕で外面はハケ、内面はナデである。８～ 13 は土師器で８は杯の

口縁部、９～ 13 は底部である。９は底部中央に円孔が見られる。14 ～ 19 は瓦質土器で、14 ～ 17 は口

縁が受け口を呈するもので屈曲が明瞭なもの（14・15）、明瞭でないもの（16・17）がある。18 は口縁

部に片口のある鉢である。19 は鍋などの底部である。20 は鉄製品の破片である。時期はこれら出土遺

物から中世である。

ｅ溝

ＳＤ１（第 21 図）

　調査区の北側に位置し調査区外の北西から南東方向に流れる溝で、ほぼ直線的であるが調査区中ほど

で消失する。埋土はほぼ 1層で内部から石と須恵器、土師器などが出土している。出土遺物は南東側に

集中する。図示している須恵器（第 21 図１）は、溝のほぼ中央付近で出土している。出土遺物の内４

点を図示している。いずれも須恵器で１は高台がめぐる杯身ないしは壷の底部である。底には「キ」に

似たヘラ記号が高台寄りに見られる。２～４は杯身で、４は高台の無いものである。

時期はこれら出土遺物から、古代である。　

ＳＤ２（第　図）

　ＳＤ１の北側に見られ、北西側はＳＤ１に平行で、その後は蛇行し一部２条に分岐し消失する。埋土

は砂利層 1層で出土遺物は見られない。このため時期は不明である。

ｆその他

　その他、建物にならない柱穴が多数ある。この内平・断面図は図示していないが、出土遺物が見られ

るものを中心に述べる。

　Ｐ１・２は確認調査時に検出した、Ｐ１は直径 55 ㎝、深さ 23 ㎝、Ｐ２は直径 55 ㎝、深さ 40 ㎝程の

柱穴である。いずれもしっかりした柱穴でＰ２は柱痕らしきものもあるが、これらに対になる柱穴は現

状では明瞭でない。出土遺物は、時期の不明な少量の土器片がある。Ｐ３は柵３の南にある長径 60 ㎝、

短径 45 ㎝、深さ３㎝程の浅い柱穴で、土師器小皿（第 23 図 68）が出土している。Ｐ４は柵２の南に

ある直径 60 ㎝、深さ 21 ㎝程の柱穴で、備前焼擂鉢（同 82）が出土、Ｐ５は柵２の北側にある直径 28

㎝、深さ９㎝程の柱穴で瓦質羽釜（同 70）が出土、Ｐ６は住居跡１の西側にある直径 30 ㎝、深さ 16

㎝程で土師器甕（同 54）が出土、Ｐ７は柵１の北側にある直径 40 ㎝、深さ 39 ㎝程のしっかりとした

柱穴で、須恵器杯身・甕（第 22 図 25・36）が出土、Ｐ８はＰ７の東側にある長径 65 ㎝、短径 50 ㎝、

深さ 28 ㎝程の柱穴で、土師器杯（第 23 図 58）、鉄釘（同 83）が出土、Ｐ９はＰ２の南側にある、直径

33 ㎝、深さ 11 ㎝程の柱穴で、鉄滓（同 84）が出土、Ｐ 10 は建物跡１の北側にある直径 40 ㎝、深さ

24 ㎝で、須恵器甕（第 22 図 37・38）が出土、Ｐ 11 はＰ 10 と隣接して存在し、直径 40 ㎝、深さ 24 ㎝
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第 22 図　出土遺物（１）（Ｓ＝ 1：4）
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第 23 図　出土遺物（2）（Ｓ＝ 1：4）
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で、土師器小皿（第 23 図 65・67）、備前焼壷（同 81）が出土、Ｐ 12 はＰ 10 の東側にある直径 30 ㎝、

深さ５㎝で、土師器小皿（同 63）が出土、Ｐ 13 は建物跡１の東側にある直径 18 ㎝、深さ 26 ㎝で、土

師器小皿（同 64）が出土した。

　この他遺構に伴わない遺物を第 22・23 図に図示している。１～ 44 は須恵器である。１は杯蓋、２

～５は杯身、６～ 13 はつまみの付く杯蓋で、８にはつまみが見られない。14 ～ 24 は高台の付く杯身、
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25・26 は高台の無い杯身、27 ～ 29 は壷などの底部、30 は皿、31・32 は高杯の脚部、33 ～ 44 は甕で、

外面に平行タタキ・内面に同心円当て具痕が見られるもの（36 ～ 41）、内外面ともハケのもの（42）、

外面に格子目タタキを施すもの（43・44）がある。43・44 は勝間田焼である。45・46 は勝間田焼の杯

で 46 の底には回転糸切り痕が見られる。47 は弥生土器の底部である。48 ～ 68 は土師器である。48 ～

54 は甕で直行甕（48）と口縁部がくの字に外反し、端部を上方につまむもの（51・53）とそうでない

ものとがある。胴部の外面はタテハケで、内面はヘラケズリがほとんどである。55・56 は鉢で 57 はそ

れに付く把手である。58 ～ 61 は杯で、62 ～ 68 は小皿で、62 の底部には回転糸切り痕が見られる。68

は底部が平らでないタイプである。69 ～ 80 は瓦質土器である。69・70 は羽釜、71 ～ 79 は口縁が受け

口を呈する鍋で、78 のように明瞭に屈曲するタイプとそうでないものとがある。80 は鉢である。81・

82 は備前焼で、81 は壷の玉縁の口縁部、82 は摺鉢である。口縁上部に平坦面をもち、内部に６条の摺

目が見られる。83 は鉄釘である。84 は分析の結果椀形鍛冶滓である。

（３）	 小結

　下石屋遺跡の出土遺物は弥生時代から中世のものが見られる。以下時代ごとにまとめる。

弥生時代の遺構は明瞭でないが、可能性として建物跡２、柱穴列５が考えられる。住居跡が見られない

ため、遺跡の広がりは現状では明瞭でない。

　古墳時代の遺構は住居跡１（ＳＨ１）のみである。調査区の南東側は元の地形が 1段低くなるため、

集落の広がりを推測すると北西側と考えられる。出土した須恵器はＴＫ 217 の古段階註１で、時期は 7

世紀前半頃である。

　古代の遺構としては、溝１（ＳＤ１）がある。遺物的には須恵器が見られるが、明瞭な遺構はこの溝

以外には見られない。この時期の土器の出土が見られる事から周辺に建物などが存在していた可能性は

大きい。

　中世の遺構としては、建物跡１、柱穴列２・３、土壙１・２などがある。建物跡３や柱穴列４なども

主軸の方向などから同時期の可能性が大きい。ただ、建物跡１と柱穴列３で重なり、建物跡１と土壙

２が切り合う関係から言えば、ある程度の時期幅が推測される。土壙２の時期は瓦質鍋の特徴から、13

世紀後半～ 14 世紀註２、Ｐ４出土の備前焼摺鉢は間壁編年Ⅲ期註３、乗岡編年中世２期註４で、13 世紀の終

わりから 14 世紀前半頃と考えられる。81 の壷の口縁も概ね同時期である。

註１　田辺昭三1981『須恵器大成』角川書店
註２　時實奈歩「岡山県における中世前半期の煮沸具の様相」『環瀬戸内海の考古学』古代吉備研究会
註３　間壁忠彦1991『備前焼』（考古学ライブラリー60）ニュー・サイエンス社
註４　乗岡　実2000「備前焼擂鉢の編年について」『第3回中近世備前焼研究会資料』中近世備前焼研究会
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Ⅳ　自然科学的分析

山根地A・下石屋遺跡出土製鉄・鍛冶関連遺物の金属学的調査

株式会社九州テクノリサーチ　大澤正己

概要

　山根地A遺跡の SX1 炉跡（85 × 115cm赤変）は箱形製鉄炉の炉床部の可能性が高い。同遺構埋土の

水洗残渣物には鉱石屑（岩鉱磁鉄鉱）と共に、これらの半還元粒子を遺存し、炉壁片や炉内滓の流出

孔滓を共伴する。鉱物相はファヤライト（Fayalite：2FeO・SiO2）晶出から鉱石系製錬滓に分類され

る。鉄塊系遺物は高炭素含有の銑鉄（Pig iron）であった。下石屋遺跡の SH1 住居跡（５m方形）の中

央には赤変硬化遺構に伴って椀形鍛冶滓が出土した。鍛冶工房跡の可能性が大きい。大型ウスタイト

（Wüstite：FeO）晶出から高温沸し鍛接・鍛錬鍛冶から他の遺構（柱穴）出土の椀形鍛冶滓が後工程の

低温素延べ鍛錬鍛冶が想定できた。こちらはファヤライトやウスタイトと晶癖が変わる。これらの２工

程の鉄滓組成からも鉱石（岩鉱磁鉄鉱）由来の鉄素材の充当が想定できた。推定年代が重なれば両者は

有機的に繋がりが指摘できよう。

１．いきさつ

　山根地A遺跡と下石屋遺跡は、津山市宮部下 1851 番地と宮部上 32 番地と隣接する。経営体育基盤

整備事業（県営ほ場整備事業）に伴う事前の確認調査で検出された遺跡である。両遺跡より製鉄関連遺

構と遺物が出土したので金属学的調査の運びとなった。津山市内には古墳時代から古代・中世と過去に

数多くの製鉄関連遺跡（岩鉱磁鉄鉱、砂鉄の 2通りの原料）が発見・分析してきたが註１、今回もこれら

を充当する資料となった。

２．調査方法

　２－１．供試材

　　Table. １に山根地A遺跡出土品７点と、下石屋遺跡出土品４点の履歴と調査項目を示す。

　２－２．調査項目

　（１）肉眼観察

　　遺物の肉眼観察所見。これらの所見をもとに分析試料採取位置を決定する。

　（２）顕微鏡組織

　切り出した試料をベークライト樹脂に埋込み、エメリー研磨紙の #150、#240、#320、#600、#1000

と順を追って研磨し、最後は被研磨面をダイヤモンド粒子の3μと1μで仕上げて光学顕微鏡観察を行っ

註１　①行田裕美『大開古墳群・大開遺跡』津山市埋蔵文化財発掘調査報告第51集　津山市教育委員会1994年
	 ②行田裕美『一貫西遺跡』津山市埋蔵文化財発掘調査報告第33集　津山市教育委員会1990年
	 ③保田義治『深田河内遺跡』津山市埋蔵文化財発掘調査報告第26集　津山市教育委員会1988年
	 ④行田裕美『別所谷遺跡』津山市埋埋蔵文化財発掘調査報告第49集　津山市教育委員会1994年
	 ⑤小郷利幸『崩レ塚古墳群・クズレ塚古墳』津山市埋蔵文化財発掘調査報告　第31集1990年
	 ⑥行田裕美・小郷利幸・平岡正宏『大畑遺跡』津山市埋蔵文化財発掘調査報告　第47集1993年
	 ⑦行田裕美・小郷利幸・木村裕子『小原遺跡』津山市埋蔵文化財発掘調査報告　第38集1991年
	 ⑧行田裕美・木村裕子『長畝山北古墳群』津山市埋蔵文化財調査報告　第45集1992年
	 ⑨小郷利幸『正善庵遺跡』津山市埋蔵文化財発掘調査報告　第44集1992年
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符号 遺跡名 出土位置 遺物名称 推定
年代

計測値
メタ
ル度

調査項目
備考

大きさ ( ｍｍ ) 重量( ｇ )
マク
ロ組
織

顕微
鏡組
織

ﾋﾞｯｶｰ
ｽ断面
硬度

Ｘ線
回折 EPMA 化学

分析
耐火
度 ｶﾛﾘｰ

YNJ-1
山根地A遺跡

Ｐ 2
炉壁片（ガ
ラ ス 質 の
み）

古代 77 × 65 × 15 80.5 なし ○

YNJ-2 Ｂ‐３坑
東 流出孔滓 古代 44 × 32 × 24 28.0 なし ○ ○ ○ ○

YNJ-3A Ｂ‐３坑
南西 炉壁 古代 38 × 31 × 28 24.0 なし ○ ○

*2 片割れ、
大きな破片
を調査

YNJ-3B Ｂ‐３坑
南西 鉄塊系遺物 古代 21 × 17 × 19 9.0 M

（◎） ○ ○

YNJ-4A ＳＸ 1 微細遺物 古代 ー 2.0 なし ○
YNJ-4B ＳＸ 1 微細遺物 古代 ー 2.0 なし ○
YNJ-4C ＳＸ 1 微細遺物 古代 ー 1.0 なし ○

SIY-1 下石屋遺跡 ＳＨ 1 椀形滓
（２段）

7 ｃ
前半 85 × 54 × 34 150.0 なし ○ ○ ○

SIY-2 Ｐ 9 椀形滓 7 ｃ
前半 94 × 77 × 39 335.0 なし ○ ○ ○

SIY-3A ＳＨ 1 微細遺物 7 ｃ
前半 ー 2.8 なし

SIY-3A ＳＨ 1 微細遺物 7 ｃ
前半 ー 4.3 なし

Table1  供試材の履歴と調査項目

た。なお、金属鉄の炭化物は、ピクラル（ピクリン酸飽和アルコール液）で、フェライト結晶粒は 5％

ナイタル（硝酸アルコール液）で、腐食（Etching）している。

　（３）ビッカース断面硬度  

　鉄滓の鉱物組成と、金属鉄の組織同定を目的として、ビッカース断面硬度計（Vickers Hardness 

Tester ）を用いて硬さの測定を行った。試験は鏡面研磨した試料に 136 ゜の頂角をもったダイヤモン

ドを押し込み、その時に生じた窪みの面積をもって、その荷重を除した商を硬度値としている。試料は

顕微鏡用を併用した。

　（４）EPMA（Electron　Probe　Micro　Analyzer）調査

　分析の原理は、真空中で試料面（顕微鏡試料併用）に電子線を照射し、発生する特性Ｘ線を分光後に

画像化し、定性的な結果を得る。更に標準試料とＸ線強度との対比から元素定量値をコンピューター処

理してデータ解析を行う方法である。化学分析を行えない微量試料や鉱物組織の微小域の組織同定が可

能である。

　（５）化学組成分析

　供試材の分析は次の方法で実施した。

　全鉄分（Total Fe）、金属鉄（Metallic Fe）、酸化第一鉄（FeO）：容量法。

　炭素（C）、硫黄（S）、：燃焼容量法、燃焼赤外吸収法

　二酸化硅素（SiO2）、酸化アルミニウム（Al2O3）、酸化カルシウム（CaO）、酸化マグネシウム

（MgO）、酸化カリウム（K2O）、酸化ナトリウム（Na2O）、酸化マンガン（MnO）、二酸化チ

タン（TiO2）、酸化クロム（Cr2O3）、五酸化燐（P2O5）、バナジウム（V）、銅（Cu）、：ICP

（Inductively Coupled Plasma Emission Spectrometer）法 ：誘導結合プラズマ発光分光分析。

３．調査結果

　３－１．山根地A遺跡出土品

　YNJ-1：炉壁片

（１）肉眼観察：平面が不定形扁平な 81g の炉壁小片である。外縁は破面となり、厚みは 15 ㎜と薄く、

内面は黒色ガラス化し、比較的平滑である。外面は胎土を残さない。
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YNJ－1 

炉壁片（ｶﾞﾗｽ質滓） 
①硬度:677Hv（50ｇｆ）、ﾌｧ
ﾔﾗｲﾄ 
②ｶﾞﾗｽ質滓、被熱無色鉱
物混在、ﾏｸﾞﾈﾀｲﾄ 
③中央:微小金属鉄、 
ﾅｲﾀﾙetch 過共析組織 

 

 

YNJ－2 
排出孔滓 
④硬度:647Hv（100gf）、
ﾌｧﾔﾗｲﾄ 

 
 
 

① 

② ③ 

④ 

Element 32 33 34
F 0.196 - -
K2O 4.211 0.259 0.013
Na2O 1.469 0.011 -
CuO - - 0.109
MgO 0.005 0.039 0.737
CaO 11.655 0.229 0.781
Al2O3 28.498 0.394 0.197
FeO 2.891 56.424 65.924
SiO2 53.026 17.593 31.223
TiO2 0.222 - 0.094
S 0.004 - -
MnO 0.069 0.018 0.724
As2O5 - - 0.044
P2O5 0.215 0.345 0.067
ZrO2 - - -
Cr2O3 - - 0.009
V2O3 0.014 0.081 0.006
Total 102.392 76.393 99.928

定量分析値 ⑤ 

Fe 

Si 

Al 

Ca 

O 

Photo 1 炉壁・排出孔滓の顕微鏡組織・EPMA調査結果Photo.1　炉壁・排出孔滓の顕微鏡組織・EPMA 調査結果
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（２）顕微鏡組織：Photo.1 の①～③に示す。鉱物組成は、暗黒色ガラス中に①の淡灰色長柱状結晶のファ

ヤライト（Fayalite：2FeO・SiO2）や、②のガラス地に微小白色多角形結晶のマグネタイト（Magnetite：

Fe3O4）を晶出する。また③の中央は微小金属鉄粒で、組織はフェライト（Ferrite：純鉄、もしくはα鉄）

地にセメンタイト（Cementite：Fe3C）を析出した過共析（＜ 0.77％ C）鉄粒である。鉱石系製鉄炉の

炉壁破片である。

（３）ビッカース断面硬度：Photo.1 の①に淡灰色長柱状結晶の硬度測定の圧痕を示す。硬度値は 677Hv

であった。ファヤライトの文献硬度値は 600 ～ 700Hv の範囲で註２、この範疇に収まり、検鏡による同定

に矛盾するものではない。

　YNJ-2：流出孔滓（製錬滓）

（１）肉眼観察：製鉄炉の短軸側面に設けられた排滓孔に溜まった流出孔滓と炉底塊の境界部分の 28g

の小破片である。炉底塊側の下面は椀形状を呈し、排出孔は約 24 ㎜径で先端を欠く。破面は中小の小

気孔を点在させる。全体の色調は灰黒色地に局部的に赤褐色の酸化土砂を固着する。

（２）顕微鏡組織：Photo.1 の④に示す。鉱物組成は黒色ガラス地に淡灰色短柱状結晶のファヤライトを

晶出する。鉱石製錬滓の晶癖である。

（３）ビッカース断面硬度：Photo.1の④に淡灰色短柱状結晶の硬度測定の圧痕を示す。値は647Hvでファ

ヤライトに同定される。

（４）ＥＰＭＡ調査：Photo.1 の⑤に淡灰色長柱状結晶の反射電子像（COMP）を示す。この結晶には白

色輝点が鉄（Fe）と珪素（Si）に集中し、分析点 34 の定量分析値で、65.9％ FeO-31.2％ SiO2 組成から

ファヤライト（Fayalite：2FeO・SiO2）が同定される。ファヤライト結晶の間隙はガラス地で珪素（Si）、

カルシウム（Ca）、アルミニウム（Al）、酸素（O）が特性X線像から読み取れて、分析点 32 は 53.0％

SiO2-28.5％ Al2O3-11.7%CaO-4.2%K2O-1.5%Na2O 組成が得られた。珪酸塩である。また、分析点 33 の褐

色棒状結晶は 56.4％ FeO-17.6％ SiO2 組成で、こちらもファヤライト系鉱物相が同定された。

（５）化学組成分析：Table.2 に示す。鉄分はあまり含まず造滓成分が多い成分系である。すなわち、全

鉄分（Total Fe）は 36.7％、金属鉄（Metallic Fe）0.05％、酸化第 1鉄（FeO）40.38％、酸化第 2鉄（Fe2O3）

7.52％の割合である。造滓成分（SiO2 ＋ Al2O3 ＋ CaO ＋MgO＋ K2O ＋ Na2O）は 46.54％で、このう

ちに塩基性成分（CaO＋MgO）を 3.26％を含む。酸化マンガン（MnO）0.39％、砂鉄特有成分の二酸

化チタン（TiO2）0.35％、バナジウム（V）0.01％、二酸化ジルコニウム（ZnO2）0.02％などは低めで

製鉄原料は磁鉄鉱（岩鉱）が想定できる。鉄に有害な硫黄（S）0.029％、五酸化燐（P2O5）0.52％など

少なく良鉱である。銅（Cu）も <0.01％と低値であった。当製錬滓は砂鉄原料は否定されて磁鉄鉱（岩

鉱）である。

　YNJ-3A：炉壁

（１）肉眼観察：24.0g と小片の炉壁小片か炉内滓の破片であろう。側面 2面は破面で、細かい木炭痕や
註２　日刊工業新聞社『焼結鉱組織写真および識別法』1968.　
	 　ウスタイトは450～500Hv、マグネタイトは500～600Hv、ファイヤライトは600～700Hvの範囲が提示されている

。また、ウルボスピネルの硬度値範囲の明記がないが、マグネタイトにチタン（Ti）を固溶するので、600Hv以上
であればウルボスピネルと同定している。それにアルミナ（Al）が加わり、ウルボスピネルとヘーシナイトを端成
分とする固溶体となると更に硬度値は上昇する。このため700Hvを超える値では、ウルボスピネルとヘーシナイト
の固溶体の可能性が考えられる。
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Photo.2　鉄滓・鉄塊系遺物の顕微鏡組織

YNJ－3B 

鉄塊系遺物 
④～⑥銹化鉄部 
④亜共晶組成白鋳鉄組
織痕跡 
⑤⑥ねずみ鋳鉄組織痕
跡 

 

YNJ－3A 

鉄滓 
①硬度:610Hv（50gf）、ﾏｸﾞ
ﾈﾀｲﾄか 
②ｳｽﾀｲﾄ･ﾌｧﾔﾗｲﾄ 
③ｳｽﾀｲﾄ･ﾌｧﾔﾗｲﾄ 
（半還元鉱石粒子） 

 

① 

② ③ 

④ 

⑤ ⑥ 

Photo 2 鉄滓・鉄塊系遺物の顕微鏡組織
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気孔が多数散在する。黒色でやや軽い質感を呈しており、ガラス質主体の滓が想定される。

（２）顕微鏡組織：Photo.2 の①～③に示す。①②の鉱物組成は白色不定形状結晶のマグネタイト

（Magnetite：Fe3O4）と淡灰色短柱状結晶のファヤライトが地の暗黒色ガラス質滓中に晶出する。③は

磁鉄鉱を主体とする岩鉄（塊状鉱：鉱石の半還元状態でウスタイト（Wüstite：FeO）化しつつある粒子）

を提示した。

（３）ビッカース断面硬度：Photo.2 の①に白色不定形結晶の硬度測定の圧痕を示す。硬度値は 610Hv

でマグネタイトが同定される。

　YNJ-3B：鉄塊系遺物

（１）肉眼観察：9.0g と小型で梅干状の鉄塊系遺物である。付着滓はなく表面は銹化に伴う亀裂が走り、

一部剥離を生じる。特殊金属探知機でM（◎）反応があり、金属鉄の僅かな残存が窺われる。

（２）顕微鏡組織：Photo.2 の④～⑥に示す。銹化鉄に残された金属鉄組織の痕跡である。④

は表層の凝固冷却速度の早い組織で黒色のオーステナイト（Austenite）の初晶と地は蜂ノ

巣状のレデブライト（ledebulite）の亜共晶組成白鋳鉄組織が観察される。⑤⑥はパーライ

ト地に片状黒鉛（flake graphite）を析出したねずみ鋳鉄（gray cast iron）組織の痕跡であ

る。こちらは芯側で凝固冷却速度が遅いのでこの様な組織を呈する。3～4％前後の炭素量が推定される。

　YNJ-4：微細遺物

（１）肉眼観察：炉跡（SX1：85 × 115cmの範囲が楕円形状に焼ける）出土の炉壁片を水洗して磁着物

を採取した。この微細遺物は熱影響を受けており、大粒で小礫を中心としたA、中粒で鉄滓屑や土砂をB、

更に小粒をCと３群に分けて顕微鏡観察を行った。

（２）顕微鏡組織：YNJ-4A：大粒で小礫含みの造岩鉱物のなかに白色不定形状屑鉄鉱石（岩鉄）を含む。

Photo.3 の①にそれを示した。

YNJ-4B：中粒で鉄滓屑や土砂と共に半還元磁鉄鉱が存在する。Photo.3 の②に磁鉄鉱の半還元状態でウ

スタイト化した剥片を示す。硬度値は 487Hv を呈する。

YNJ-4C：鉄滓屑と共に磁鉄鉱微粉状を含む試料である。Photo.3 の③～⑤に示す。当グループも鉄滓屑

と共に磁鉄鉱の半還元微粒子を含む。⑤は半還元磁鉄鉱で硬度値は 490Hv を呈するウスタイトが同定

された。

小結

　山根地A遺跡の SX1 遺構は箱形製鉄炉の炉床（85×115cm楕円形状）の可能性をもち、共伴遺物は

岩鉱磁鉄鉱の半還元微粒子を含む。更に周辺の柱穴出土の炉壁片や鉄滓（流出孔滓）は同じく岩鉱磁鉄

鉱を始発原料とした鉱石製錬滓であった。SX1 遺構は古代の箱形製鉄炉の可能性が頗る高い。

　３－２．下石屋遺跡出土品

　SIY-1：椀形鍛冶滓

（１）肉眼観察：平面が不整楕円形状で、150g の 2 段椀形鍛冶滓一部欠損品である。表面は黄褐色酸化

土砂に覆われ、小礫を複数付着する。上下面と側面 1面が本来表面で、残る３側面が破面となる。破面
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YNJ－4A 
微細遺物 
①造岩鉱物 

 
 

YNJ－4B 
微細遺物 
②硬度:487Hv（100gf） 
ｳｽﾀｲﾄ 
岩鉱磁鉄鉱屑 
（半還元粒子） 
 

YNJ－4C 

微細遺物 
③明白色部:鉄滓破片 

④硬度:525Hv（100gf）、ﾏ

ｸﾞﾈﾀｲﾄ 
⑤硬度:490Hv（100gf）、ｳ
ｽﾀｲﾄ 

岩鉱磁鉄鉱 

（半還元粒子） 

① 

② 

③ 

④ ⑤ 

Ph t 3 微細遺物の顕微鏡組織 Photo.3　微細遺物の顕微鏡組織
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と下面には長さ 20 ㎜弱の木炭痕を刻み、全体に気孔少なく緻密質で重量感をもつ滓である。

（２）顕微鏡組織：Photo.4 の①～③に示す。鉱物組成は②にある組織で代表される。白色粒状結晶のウ

スタイト（Wüstite：FeO）と淡灰色盤状結晶のファヤライト（Fayalite：2FeO・SiO2）が暗黒色ガラ

ス質スラグ中に晶出し、白色微小金属鉄が僅かに散在する。高温沸し鍛接・鍛錬鍛冶滓の晶癖である。

①は付着木炭破片の木口面を示す。

（３）ビッカース断面硬度：Photo.4 の③に白色粒状結晶の硬度測定の圧痕を示す。値は 533Hv でウス

タイトの文献硬度値 450 ～ 500Hv の上限を少々上回る。バラツキ内のウスタイトもしくはマグネタイ

トになるやも知れぬ。

（４）化学組成分析：Table.2 に示す。鉄分高めで脈石成分や造滓成分は低め傾向となる。全鉄分（Total 

Fe）は 50.60％に対して、金属鉄（Metallic Fe）0.18％、酸化第１鉄（FeO）29.03％、酸化第２鉄（Fe2O3）

39.83％の割合である。造滓成分（SiO2 ＋ Al2O3 ＋ CaO ＋MgO ＋ K2O ＋ Na2O）は 23.73％で、この

うちに塩基性成分（CaO+MgO）は 1.8％を含む。酸化マンガン（MnO）0.10％、二酸化チタン（TiO2）0.30％、

バナジウム（V）<0.01％など脈石成分は低めである。また、鉄に有害な硫黄（S）0.046％、五酸化燐（P2O5）

0.37％も少なく、鍛冶滓的成分を示す。ただし該滓で注目しておきたいのは、Cu 含有量の 0.08％の値

である。津山市内出土鉄滓で、これ程高Cu％の滓は過去に類例がない。参考までにTable2に古墳時代（６

C～８C）を中心とした鉄滓成分を例記した。それが古代になると、高Cu素材の動きがあったやも知れぬ。

一方山根地A遺跡出土鉄滓は低Cu（<0.01％）で高 Cuレベルではない。なお下石屋遺跡出土椀形鍛冶

滓のもう１点の SIY-2（後述）は低Cu（<0.01％）傾向を呈し、山根地A製鉄遺跡と無関係とは云いき

れない。鍛冶素材は岩鉱磁鉄鉱由来の成分と認定できる。

　SIY-2：椀形鍛冶滓

（１）肉眼観察：平面が不整五角形状で、335g とやや大型厚手（39 ㎜）の椀形鍛冶滓である。中核部

で周縁を欠損する。表面が黄褐色酸化土砂に覆われて地の観察が難しいが、側面は全面破面の可能性が

高い。下面は細かい木炭痕による凹凸が著しい。全体に気孔少なく重量感をもつ滓である。

（２）顕微鏡組織：Photo.4 の④～⑥に示す。鉱物組成は淡灰色盤状結晶のファヤライトと小粒白色粒状

結晶のウスタイトで構成される。ウスタイトよりもファヤライトの晶出量が多く、鍛冶素材の目減り対

策として 1,180℃以下（FeO-SiO2 系平衡状態図に基づく）の低温側で粘土汁やワラ灰を塗布して素延べ

を行った過程での排出滓の傾向をもつ。

（３）ビッカース断面硬度：Photo.4 の⑤は淡灰色盤状結晶の硬度測定の圧痕で、値は 671Hv であった。

ファヤライトの文献硬度値が 600 ～ 700Hv で、その範疇に収まり、ファヤライトが同定される。⑥は

白色粒状結晶の硬度圧痕であるが、こちらは 397Hv と低値を呈した。時効劣化の影響であってウスタ

イト判定で問題ないと考える。

（４）化学組成分析：Table.2 に示す。鍛冶滓晶癖で造滓成分高め傾向を示した。全鉄分（Total Fe）は

44.69％に対して、造滓成分（SiO2 ＋ Al2O3 ＋ CaO ＋MgO＋ K2O ＋ Na2O）は 32.98％で、このうち

に塩基性成分（CaO+MgO）を 1.04％を含む。脈石成分は低めで酸化マンガン（MnO）0.12％、二酸化

チタン（TiO2）0.40％、バナジウム（V）0.01％である。硫黄（S）0.062％、五酸化燐（P2O5）0.30％な

ども低く鍛冶滓分類で大過なしと考えられる。
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SIY-1 
椀形鍛冶滓 
①木炭破片、木口面 
広葉樹材 
②滓部:ｳｽﾀｲﾄ･ﾌｧﾔﾗｲﾄ 
微小金属鉄散在 
③硬度:533Hv（100gf） 
ﾏｸﾞﾈﾀｲﾄ 

SIY-2 

椀形鍛冶滓 
④～⑥ｳｽﾀｲﾄ･ﾌｧﾔﾗｲﾄ 
硬度:⑤671Hv（100gf）、
ﾌｧﾔﾗｲﾄ、⑥397Hv
（100gf）ｳｽﾀｲﾄか 

① 

Ph t 4 椀形鍛冶滓の顕微鏡組織

② ③ 

④ 

⑤ ⑥ 

Photo.4　椀形鍛冶滓の顕微鏡組織
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SIY-3A 

微細遺物 
①～③造岩鉱物 
③硬度:左側1006Hv、右
側1007Hv（100gf） 

SIY-3B 
微細遺物 
④土砂、粘土鉱物（無色･
有色鉱物混在） 
⑤砂鉄（含ﾁﾀﾝ鉄鉱） 
⑥砂鉄 
(磁鉄鉱粒子） 
 

① 

② ③ 

④ 

⑤ ⑥ 

Ph t 5 微細遺物の顕微鏡組織 Photo.5　微細遺物の顕微鏡組織
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SIY-3：微細遺物

（１）肉眼観察：SH1遺構（一辺役５mの方形の４本柱の住居跡で、中央穴がよく焼けて赤変し硬くしまる）

埋土の洗浄土砂からの残渣物である。熱影響を受けた小礫をA、小粒の土砂類をBと分けて検鏡を行った。

（２）顕微鏡組織：SIY-3A、Photo.5 の①～③に示す。小礫類主体で製鉄関連遺物の可能性を目論んで

造岩鉱物１点を抽出し硬度の測定を行った。③は　灰色濃淡部を対象にした。濃淡部（左）1006Hv、

淡灰部（右）1,007Hv と両者の差異は殆んどなく硬質鉱物であった。通常の製鉄・鍛冶関連遺物では見

当らない値である。鉱物の同定までは至らなかった。

　SIY-3B：３粒の鉱物を抽出して組織を撮った。Photio.5 の④～⑥に示す。④は土砂の類で無色・有

色の鉱物が混在するが細かく同定するまでには到らない。少なくとも製鉄・鍛冶関連遺物の存在は否

定される。⑤は土砂混在中の砂鉄粒子（天然産）である。粒子 0.3 ㎜程度で格子組織をもつチタン鉄

鉱（Ilmenite：Fe・TiO2）である。⑥粒子は同じく砂鉄の磁鉄鉱のマグネタイト（Magnetite：Fe2O3・

FeO）である。⑤⑥の砂鉄粒子は自然の土砂に介在するもので製鉄原料の存在を証明するものではない。

小結

　SHI（住居跡）遺構から出土した椀形鍛冶滓は岩鉱磁鉄鉱（鉱石）系素材を原料とした高温沸し鍛接・

鍛錬鍛冶滓であった。住居中央の硬化赤変穴は鍛冶炉の可能性をもつが粒状滓や鍛冶剥片を伴わないの

で鍛冶工房と積極的には発言できない。しかし周辺からも椀形鍛冶滓を出土するのでその蓋然性は高か

ろう。なお、SIY-1 椀形鍛冶滓は津山市内の過去の鉱滓では見受けられなかった高Cu（0.08％）成分で

あった。

まとめ

　山根地A遺跡の SX1 炉（85 × 115cm赤変）は、箱形製鉄炉の炉床、下石屋遺跡の SH1 住居跡（5m

方形で中央に赤熱硬化の穴をもつ）は鍛冶工房跡の可能性が出土遺物の分析結果から発言できる。両遺

跡は鉄鉱石（岩鉱：磁鉄鉱）由来の製鉄と鍛冶であり、時期にズレが無ければ有機的な繋がりをもつ。

分析結果の個々のまとめをTable3 に示した。

　山根地A遺跡の SX1 炉跡は、後世の掘削を受け、製鉄関連遺物の遺存度も低く、かつ分析調査資料

も一級品とはいい難い。また、製鉄遺跡とはいいながら鉄鉱石そのものもない。ただし、鉄鉱石が炉内

反応で生じた半還元磁鉄鉱からの鉱物相のウスタイト（Wüstite：FeO）晶出粒の検出をみたので、製

鉄操業の証明となる。製鉄炉内の鉄鉱石の反応を下に示すと次の如くなる。

　　3Fe2O3+CO＝ 2Fe3O4+CO2

　　 Fe3O4+CO＝  3FeO+CO2

　　   FeO+CO＝  　Fe+CO2

800℃以上で間接還元の弱い発熱変化であっても磁鉄鉱からウスタイト（Wüstite：FeO）は晶出し、ま

た、還元作用は白熱木炭との接触から当然直接還元のあったことは想像に難くない。ウスタイト晶出鉱

石屑の存在は微細であっても貴重な遺物といえる
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山根地Ａ・下石屋遺跡出土土器の胎土分析

岡山理科大学自然科学研究所　白石　純

１．分析目的

　山根地Ａ・下石屋遺跡出土の 6世紀前半から中世にかけての、須恵器・土師器・瓦質土器と下石屋遺

跡 SK１埋土出土の粘土と胎土比較を行い、どの時代の土器と胎土が類似しているか検討した。

２．分析試料

　分析に供した試料は、表１に示した山根地Ａ遺跡出土土師器、須恵器の計 14 点と、下石屋遺跡出土

土師器、須恵器、瓦質土器の計 21 点である。

３．分析結果

　理化学的な分析方法は、蛍光Ｘ線分析法で実施した。この方法は、試料に含まれる成分 ( 元素 ) 量を

測定するもので、その成分量の違いから胎土の差

異を推定する方法である。また、分析装置の特徴

は、分析試料の作製が簡単で、測定も短時間のた

め、多量に試料を分析するのに有効である。しか

し、測定試料には均質性が求められることから、

分析試料を 2ｇほど粉末にする必要があり、一部

破壊分析である。

　測定装置は、エネルギー分散型蛍光Ｘ線分析

装置 ( セイコーインスツルメンツ社製 SEA2010L)

を 使 用 し、Si・Ti・Al・Fe・Mn・Mg・Ca・

Na・K・Pの 10 元素を測定した。表１の出土試

料分析値一覧表からCa（ｶﾙｼｳﾑ )､K( ｶﾘｳﾑ ) の元素

に顕著な違いがみられた。そこで、これ

らの元素のXY散布図を作成し、胎土の

比較を行った。

　第 1図 K－ Ca の散布図では、山根地

Ａ遺跡出土土器と粘土の胎土を比較し

た。その結果、試料 14( 中世 ) の粘土は

山根地Ａの 6世紀初頭 ( 土師器 ) および

古代 ( 土師器 ) の土師器が分布する領域

に入った。

　第 2図 K－ Ca の散布図では下石屋遺

跡出土土器と粘土の胎土比較を行った。

その結果、粘土は 7世紀前半の土師器と

古代の土師器が分布する領域に入った。

第 1 図　山根地 A 遺跡出土土器の時期・焼成別の胎土比較

第 2 図　下石屋遺跡出土土器の時期・焼成別の胎土比較

初頭
初頭

中世）

７ｃ前半）
７ｃ前半）

中世）
中世）

中世）
古代）
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第1表　胎土分析試料分析値一覧表（％）

試料番
号

遺跡名 器種 Si Ti Al Fe Mn Mg Ca Na K P 時期

　1-1 山根地A遺跡 土師器・甕 65.01 1.19 17.55 7.56 0.11 1.89 0.83 3.08 1.46 0.35 6世紀初頭

　1-2 山根地A遺跡 土師器・甕 69.53 1.11 17.64 3.57 0.04 1.83 0.82 2.51 1.89 0.58 6世紀初頭

　1-3 山根地A遺跡 土師器・甕 66.09 0.86 16.52 5.87 0.07 1.82 0.80 5.20 1.71 0.73 6世紀初頭

2 山根地A遺跡 須恵器・甕 63.31 1.37 21.43 4.21 0.06 2.42 0.33 4.21 1.98 0.21 6世紀初頭、第9図3

　3-1 山根地A遺跡 須恵器・壺 63.14 1.20 20.44 5.26 0.07 2.08 0.31 4.21 2.45 0.22 古代、第10図４

　3-2 山根地A遺跡 須恵器・壺 62.35 1.22 20.36 5.23 0.08 2.20 0.34 4.84 2.51 0.23 古代、第10図４

4 山根地A遺跡 土師器 63.62 1.27 19.92 6.85 0.09 1.99 0.58 2.50 1.98 0.67 古代

　5-1 山根地A遺跡 土師器 68.81 0.92 15.92 5.19 0.07 1.91 0.59 3.98 1.85 0.46 古代

　5-2 山根地A遺跡 土師器 60.62 1.45 19.94 6.38 0.09 2.21 0.66 4.81 2.12 1.20 古代

6 山根地A遺跡 須恵器 58.51 1.29 23.28 6.78 0.09 2.21 0.43 4.52 2.13 0.23 古代

　7-1 山根地A遺跡 土師器 71.56 1.14 15.98 3.45 0.07 1.49 0.48 2.41 1.73 1.32 6世紀

　7-2 山根地A遺跡 土師器 71.64 1.07 15.48 1.88 0.03 2.03 0.46 4.08 2.14 0.85 6世紀

　7-3 山根地A遺跡 土師器 70.56 0.99 17.02 3.01 0.04 1.83 0.79 2.78 2.06 0.45 6世紀

　7-4 山根地A遺跡 土師器 65.01 1.08 17.16 7.58 0.19 2.18 0.71 3.85 1.61 0.23 6世紀

　8-1 下石屋遺跡 土師器・甕 62.99 0.90 19.55 9.53 0.89 1.93 0.94 0.91 1.67 0.17 7世紀前半、第16図１０

　8-2 下石屋遺跡 土師器・甕 62.52 0.94 19.77 8.40 0.26 1.89 0.84 2.96 1.61 0.16 7世紀前半、第16図１０

9 下石屋遺跡 須恵器・堤瓶 67.20 1.04 18.70 4.11 0.05 2.14 0.36 4.36 1.39 0.21 7世紀前半

10 下石屋遺跡 須恵器・杯 68.12 1.09 17.79 3.89 0.05 1.97 0.33 4.64 1.41 0.24 7世紀前半

 11-1 下石屋遺跡 土師器・甕 66.97 0.93 18.14 3.86 0.06 1.81 0.48 4.23 2.13 0.98 7世紀前半

 11-2 下石屋遺跡 土師器・甕 61.83 1.06 21.19 4.51 0.11 1.91 0.54 5.00 2.29 0.88 7世紀前半

12 下石屋遺跡 土師器・甕 61.28 0.98 19.24 8.15 0.09 1.61 0.73 3.88 2.01 1.48 7世紀前半

13 下石屋遺跡 土師器・甕 63.53 1.17 20.47 5.47 0.10 2.00 0.44 3.49 1.96 0.82 7世紀前半

14 下石屋遺跡 粘土 65.54 1.02 17.54 4.64 0.11 2.17 0.71 5.64 1.95 0.24 中世

15 下石屋遺跡 須恵器 61.77 1.21 22.58 5.05 0.07 1.84 0.50 4.71 1.53 0.19 古代

16 下石屋遺跡 土師器 60.10 1.08 20.29 9.72 0.14 1.93 0.38 2.26 2.17 1.25 中世

 17-1 下石屋遺跡 土師器 65.27 1.35 20.99 4.26 0.05 1.72 0.23 2.91 1.97 0.75 中世

 17-2 下石屋遺跡 土師器 61.55 1.35 18.70 8.01 0.13 1.97 0.35 4.84 1.39 1.20 中世

 17-3 下石屋遺跡 土師器 60.14 1.03 20.68 8.16 0.10 1.96 0.37 3.52 1.94 1.60 中世

 18-1 下石屋遺跡 瓦質土器 65.57 1.31 19.71 5.46 0.09 1.87 0.29 3.88 1.17 0.22 中世

 18-2 下石屋遺跡 瓦質土器 64.76 1.15 19.40 6.22 0.07 2.08 0.27 4.30 1.22 0.20 中世

 18-3 下石屋遺跡 瓦質土器 62.80 1.33 20.24 7.59 0.10 1.97 0.27 4.12 1.12 0.15 中世

 19-1 下石屋遺跡 須恵器・杯 61.67 1.26 22.20 5.37 0.07 2.29 0.35 3.88 2.24 0.16 古代

 19-2 下石屋遺跡 須恵器・甕 66.21 1.22 19.73 3.66 0.06 1.88 0.41 3.22 2.26 0.69 古代

 20-1 下石屋遺跡 土師器 63.00 1.40 17.79 6.54 0.09 2.31 0.39 5.15 1.94 1.06 古代

 20-2 下石屋遺跡 土師器 59.44 1.27 21.28 7.34 0.16 2.74 0.84 4.27 1.96 0.22 古代

Ａ遺跡および下石屋遺跡の 6世紀初頭から古代の土器と胎土が類似していた。このことから、粘土がこ

れらの土器生産に使用された可能性はあるが、分析値以外の胎土に含まれる砂粒構成などからも検討す

る必要がある。

(2) 山根地Ａ・下石屋遺跡出土須恵器や瓦質土器はいずれもCa量が少なく、それぞれでまとまっていた。

　この分析では小郷利幸氏および分析試料の提供では津山市教育委員会にお世話になった。末筆ではあ

りますが、記して感謝いたします。

第 3図 K－ Ca の散布図では山根地Ａ・下石

屋遺跡出土土器の焼成別 ( 土師器・須恵器・

瓦質土器 ) の胎土比較を行った。その結果、

両遺跡出土の須恵器は Ca 量が 0.5% 以下の

ところに分布しており、瓦質土器も同じよう

に須恵器の分布と重なった。　

４．まとめ

　山根地Ａ・下石屋遺跡出土土器の胎土分析

を実施したところ、以下のことが明らかに

なった。

(1) 下石屋遺跡 SK1 埋土出土の粘土は山根地 第 3 図　山根地 A・下石屋遺跡出土土器の時期・焼成別の胎土比較

第 1 表　胎土分析試料分析値一覧表（％）
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Ⅴ　まとめ

　山根地Ａ遺跡、下石屋遺跡の調査によって、宮部地区の弥生時代から中世に至る集落の様相が断片的

であるがわかってきた。以下時代ごとに簡単にまとめてみたい。

１　宮部地区周辺の集落の様相について

（１）弥生時代の集落について

　両遺跡で明瞭な遺構・遺物は無い。ただ山根地Ａ遺跡の段状遺構と下石屋遺跡の建物跡２などがその

可能性がある。また、出土遺物から時期の特定もできない。このため集落の構成・時期は明瞭でないが、

弥生時代の集落の多くが丘陵部に形成しているため、下石屋遺跡のように河岸段丘上の低地部に集落が

あったとすると貴重な類例であり、本地区においては最初に人々が生活した痕跡でもある。周辺の丘陵

部で遺物の採集が行われていることから、周辺の丘陵部を含め集落遺跡が存在する可能性は大きい。検

出された下石屋遺跡の建物跡２は南北方向が主軸であり、中世の建物群とは大きく異なる。

　また、周辺地域の調査例としては、山根遺跡註１がある。河岸段丘部分で住居跡、土壙などが検出さ

れている。弥生土器のほかに分銅形土製品が出土し、時期は中期後半である。

（２）古墳時代の集落について

　山根地Ａ遺跡、下石屋遺跡とも住居跡が 1軒検出され、その他土壙などがある。住居が見られること

から、両遺跡に集落の広がりが考えられる。ただ、両遺跡の時期は異なる。山根地Ａ遺跡が６世紀初頭

頃、下石屋遺跡が 7世紀前半である。このため集落の連続性は現段階では読み取れない。

　出土遺物の中で下石屋遺跡の住居跡 1からは、椀形鍛冶滓が出土し、鍛冶工房の可能性が分析結果か

ら考えられている。また、土師器に特徴的なものがある。下石屋遺跡の第 16 図 10 は口縁部がくの字に

外反せず垂直に立ち上がり、胴部の最大径が底部近くにある器形である。あまり見られない器形で、良

く似たものが真庭市惣台遺跡註２にあるが、これは時期がやや古く 6世紀の後半である。類例を詳細に

調べる必要があるが、美作地方の特徴的なものかもしれない。

　また、周辺の遺跡としては、先の山根遺跡で方形の住居跡が検出されている。時期は下石屋遺跡の時

期に近い。同遺跡からは山根地Ａ遺跡の時期の須恵器も出土している。この事から周辺地域に同時期の

集落の広がりが伺え、今後の調査が期待される。

（３）古代の集落について

　山根地Ａ遺跡からは建物跡 1棟、下石屋遺跡からは溝１のみである。前者の建物跡も柵のようなもの

になる可能性もある。後者の溝はこれに伴う遺構も無く性格は不明である。両遺跡とも須恵器など土器

の出土は見られ、下石屋遺跡では出土量も比較的多い。このため、同時期の遺構が周辺地域に存在する

可能性は大きい。また、出土遺物で言うと、須恵器に比べ土師器の出土数は少ない傾向がある。須恵器

は古代でも後半頃のものが多い。下石屋遺跡の溝１出土須恵器の底部には「キ」に似たヘラ記号がある。

類例は、鏡野町夏栗遺跡註３などであるが、「キ」と同一のものは知られていない。

　また、周辺の山根遺跡でも、遺構・遺物の出土があり、この中にミニチュア土器が見られ祭祀遺構と
註１　岡田博・下澤公明1979『山根遺跡発掘調査報告』岡山県久米町教育委員会
註２　福田正継ほか1999『惣台遺跡ほか』（岡山県埋蔵文化財発掘調査報告136）岡山県教育委員会
註３　岡本寛久ほか2005『夏栗遺跡』（岡山県埋蔵文化財発掘調査報告194）岡山県教育委員会
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推測される。

（４）中世の集落について

　下石屋遺跡で、建物跡、柱穴列、土壙などを検出し、本遺跡周辺で集落の広がりが見られる。建物跡

１・３や柱穴列２・４は主軸方向が似ているため同一時期の可能性が高いが、建物跡３と柱穴列２は近

接しているため、同時存在はありえない。このため、遺構には複数の時期があるものと推測される。例

えば建物跡１と柱穴列２、建物跡３と柱穴列４、柱穴列３だけの場合などが復元できそうである。これ

らのどれかに土壙１・２が付随すれば当時の集落像の一部が復元できる。

　出土遺物は、土師器、瓦質土器、備前焼などである。瓦質土器には鍋と羽釜などがあり、鍋の口縁部

は受け口状の特徴から、複数時期が推測される。概ね 13 世紀後半～ 14 世紀である。羽釜は 14 世紀代

とされる。備前焼の摺鉢は 13 世紀の終わりから 14 世紀前半頃である。時期の詳細までは検討できない

が、これら土器の時期が概ね中世集落の存続時期と思われる。

２　製鉄関連遺構について

　製鉄関連遺構として、山根地A遺跡で炉跡の検出と鉄滓、炉壁片などが、下石屋遺跡住居跡１・Ｐ

９で鉄滓などが出土する。これら資料は分析をおこない第Ⅳ章１で報告している。これによると、山根

地Ａ遺跡の炉跡は、製鉄炉の炉床、下石屋遺跡の住居跡１は鍛冶工房跡の可能性が指摘されている。前

者の炉跡は楕円形状の下部構造のみで、炉の形状は明瞭ではない。これまで岡山県内で検出されている

炉が長方形ないしは方形の下部構造で註４、楕円形の下部構造は今までの所知られていない。このため復

元すると長方形の箱形炉ではなく楕円形の筒形炉となる可能性が考えられるが、いわゆる長方形箱形炉

の下部構造は長方形以外に楕円形もあるといった見解があり註５、隅丸長方形の箱形炉で復元すればいい

のかもしれない。ただ備後地方には隅丸方形の箱形炉以外に楕円形や円形の筒形炉と考えられるものが

ある註６とされ、今後は構造状の系譜について、これら地域との関連も視野に入れる必要もある。これ

については今後の類例の増加をまちたい。

　本炉の時期は 6世紀初頭の住居跡を切って造られているものの、出土遺物がほとんど無く、小結で述

べたように古代の可能性を指摘した。ただこれについても再考する余地は十分ある。後者の下石屋遺跡

の住居跡の中央穴は良く焼けており鍛冶炉の可能性が高いが、粒状滓や鍛冶剥片が検出されていないの

で断言はできない。時期は 7世紀前半代のものであり、前者の製鉄炉が同時期となれば、一貫した操業

が推測されるが、前者が古代となれば、両者の操業に時期差が生じ、現時点では一貫した操業というこ

とにはならないようである。ただこの宮部地域で鉄滓等の出土により 7世紀の前半頃には製鉄関連の作

業がおこなわれていた事は確かである。

註４　津山市大蔵池南製鉄遺跡（6世紀後半）、同緑山遺跡（７世紀前半）、総社市千引カナクロ谷製鉄遺跡（６世紀後
半～）、同藤原製鉄遺跡（8世紀前後）、美作市高本遺跡（古代）、和気町石生天皇遺跡（9世紀）など

	 森田友子1982「大蔵池南製鉄遺跡」『糘山遺跡群Ⅳ』（久米開発事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告（４））久米
開発事業に伴う文化財調査委員会

	 中山俊紀1986『緑山遺跡』（津山市埋蔵文化財発掘調査報告第19集）津山市教育委員会
	 武田恭彰・村上幸雄1999『奥坂遺跡群』（総社市埋蔵文化財発掘調査報告15）総社市教育委員会 
	 谷山雅彦1991「藤原製鉄遺跡」『水島機械金属工業団地協同組合西団地内遺跡群』（総社市埋蔵文化財発掘調査報

告９）総社市教育委員会
	 井上　弘ほか1975「高本遺跡」『中国縦貫自動車道建設に伴う発掘調査５』（岡山県埋蔵文化財発掘調査報告８）

岡山県教育委員会
	 近藤義郎1980『石生天皇遺跡』和気町
註５	 松井和幸1989「古代・中世の製鉄遺跡（西日本）」『考古学ジャーナル313』ニュー・サイエンス社
註６	 光永真一2003『たたら製鉄』（吉備考古ライブラリィ10）吉備人出版
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図版６
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図版 10
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図版 11
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や

遺跡

岡
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山市
宮
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部下
1851 番地

宮
みや　べ　かみ

部上
32 番地

33203 1180

1182

35° 3′ 58″

35° 4′ 19″

133° 52′ 50″

133° 52′ 31″

　2007.10.9 ～

2007.11.21

2008.7.1 ～

2008.9.4

680 ㎡

1,160 ㎡

経営体基盤育成

整備事業に伴う

発掘調査

同上

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

山根地A遺跡 集落

古墳時代 住居跡、土壙 須恵器・土師
器

古代 建物跡 須恵器

近世 土壙墓 土師器

二つ塚１号墳 集落

弥生時代 建物跡

古墳時代 住居跡 須恵器・土師
器

古代 溝 須恵器

中世 建物跡・柱穴列・土壙 土師器

要　　約

山根地Ａ遺跡は古墳時代の住居跡、古代の建物跡、近世の土壙墓、時期は明瞭でないが古代と考えられ
る炉跡などが検出されている。下石屋遺跡は、弥生時代の建物跡、古墳時代の住居跡、古代の溝、中世
の建物・柱穴列などが検出されている。
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